
JUNE 2016 市政 40

日本百街道紀行
街
道
と
ま
ち
づ
く
り

中
山
道

第
17
回

は
じ
め
に

　

塩
尻
市
は
、
松
本
盆
地
の
南
端
、
長

野
県
の
ほ
ぼ
中
央
部
に
位
置
し
、
市
内

に
は
信
濃
川
水
系
の
奈
良
井
川
と
田

川
、
天
竜
川
水
系
の
小
野
川
が
流
下

し
、
塩
尻
峠
と
善う

と

う
知
鳥
峠
、
牛
首
峠
、

権
兵
衛
峠
、
鳥
居
峠
、
姥
神
峠
は
、
太

平
洋
と
日
本
海
へ
の
分ぶ
ん
す
い
れ
い

水
嶺
と
な
っ
て

い
る
。
古
く
は
、
中
山
道
、
善
光
寺
街

道
、
三
州
街
道
の
宿
場
町
と
し
て
栄

え
、
現
在
も
Ｊ
Ｒ
中
央
東
線
・
中
央
西

線
・
篠
ノ
井
線
の
結
接
点
と
し
て
、
ま

た
、
長
野
自
動
車
道
の
２
つ
の
イ
ン

タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
と
、
松
本
空
港
を
擁
す

る
交
通
の
要
衝
と
し
て
そ
の
機
能
を
果

た
し
て
い
る
。

伝
統
産
業
の
継
承

　

全
国
有
数
の
産
地
と
し
て
知
ら
れ

る
ぶ
ど
う
の
栽
培
は
、
明
治
23
年
か

ら
始
ま
り
、
特
産
の
ぶ
ど
う
が
生
み

出
す
ワ
イ
ン
は
、
国
内
は
も
と
よ
り
、

世
界
的
な
ワ
イ
ン
コ
ン
ク
ー
ル
で
も

入
賞
を
重
ね
、
国
内
外
に
お
い
て
高

い
評
価
を
受
け
て
い
る
。
市
内
に
は
、

ワ
イ
ナ
リ
ー
が
集
積
し
て
お
り
、
ワ

イ
ン
特
区
の
取
得
、
ワ
イ
ン
大
学
の

設
立
、
ワ
イ
ン
産
業
振
興
本
部
の
設

置
な
ど
、
ワ
イ
ン
産
業
の
支
援
に
力

を
入
れ
て
い
る
。
ま
た
、
伝
統
産
業

の
木
曽
漆
器
は
、
長
野
冬
季
オ
リ
ン

ピ
ッ
ク
の
入
賞
メ
ダ
ル
に
も
採
用
さ

れ
る
な
ど
、
そ
の
確
か
な
技
術
力
が

継
承
さ
れ
、
高
く
評
価
さ
れ
て
い
る
。

そ
の
中
心
と
な
る
平
沢
地
区
は
、
平

成
18
年「
漆
工
町
木
曾
平
沢
」と
し
て
、

国
の
重
要
伝
統
的
建
造
物
群
保
存
地

区
に
選
定
さ
れ
た
。
昭
和
53
年
に
選

定
さ
れ
た
「
宿
場
町
奈
良
井
」
と
合
わ

せ
、
中
山
道
の
街
道
沿
い
に
続
く
２

つ
の
エ
リ
ア
に
お
い
て
、
重
伝
建
の

選
定
を
受
け
て
い
る
こ
と
は
全
国
で

も
稀ま
れ

で
あ
る
。

中
山
道
67
宿
中
、
５
宿
を 

有
す
る
宿
場
の
ふ
る
さ
と

　

塩
尻
は
か
つ
て
、
江
戸
と
京
都
を
結

ぶ
中
山
道
、
松
本
を
経
て
善
光
寺
に
至

る
善
光
寺
街
道
、
岡
崎
に
伸
び
る
三
州

街
道
の
３
つ
が
交
わ
っ
た
。
中
で
も
五

街
道
の
ひ
と
つ
中
山
道
は
、
参
勤
交
代

街
道
が
交
差
し
ワ
イ
ン
が
薫
る
ま
ち

信
州
し
お
じ
り

塩し
お
じ
り尻

市
長（
長
野
県
）　

小お

ぐ

ち口
利と

し
ゆ
き幸

奈良井中町より中山道随一の難所鳥居峠を見上げる

旧中村家住宅の外観
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の
大
名
を
は
じ
め
、
多
く
の
人
に
利
用

さ
れ
、
に
ぎ
わ
い
、
文
化
が
花
開
い
た
。

塩
尻
は
、
中
山
道
67
宿
（
板
橋
か
ら
大

津
ま
で
）の
う
ち「
塩
尻
宿
」「
洗
馬
宿
」

「
本
山
宿
」「
贄に
え
か
わ川

宿
」「
奈
良
井
宿
」の
５

つ
も
の
宿
場
を
有
し
、
特
に
中
山
道
随

一
の
難
所
鳥
居
峠
を
控
え
る
奈
良
井
宿

は
、「
奈
良
井
千
軒
」と
云
わ
れ
、
木
曽

十
一
宿
中
最
も
に
ぎ
わ
っ
た
。
現
在

も
、
年
間
50
万
人
の
人
々
が
来
訪
し
、

江
戸
時
代
に
タ
イ
ム
ス
リ
ッ
プ
し
た
か

の
よ
う
な
町
並
み
を
散
策
し
て
い
る
。

奈
良
井
宿
を
代
表
す
る
特

徴
と
し
て
は
、
鳥
居
峠
上

り
口
に
あ
る
鎮
し
ず
め

神
社
を
京

都
側
の
端
に
、
奈
良
井
川

沿
い
を
緩
や
か
に
下
り
、

約
１
㎞
に
わ
た
っ
て
町
並

み
を
形
成
す
る
宿
場
で
あ
る
こ
と
が
挙

げ
ら
れ
る
。
そ
の
街
道
沿
い
に
は
、
現

在
も
住
民
が
居
住
し
、
住
み
な
が
ら
に

し
て
保
存
整
備
が
進
ん
で
い
る
。
街
道

沿
い
に
連
担
す
る
町
家
は
、
出だ
し
ば
り
づ
く
り

梁
造
と

呼
ば
れ
、
そ
の
特
徴
的
な
建
物
意
匠
と

し
て
は
、
蔀し
と
み
ど戸
、
千せ

ん
ぼ
ん
ご
う
し

本
格
子
、
鎧

よ
ろ
い
ひ
さ
し
庇
、

猿さ
る
が
し
ら

頭
な
ど
が
挙
げ
ら
れ
る
。
資
料
館

と
し
て
一
般
公
開
し
て
い
る
「
旧
中
村

家
住
宅
」
で
は
、
そ
の
典
型
的
な
様
子

を
色
濃
く
見
る
こ
と
が
で
き
る
。

中
山
道
の
ど
真
ん
中

　

江
戸
側
の
板
橋
か
ら
京
都
側
の
守
山

ま
で
の
中
山
道
67
宿
の
江
戸
か
ら
数
え

て
34
番
目
、
京
都
か
ら
数
え
て
34
番
目

の
宿
場
が
奈
良
井
宿
で
あ
る
。
東
海
道

の
ど
真
ん
中
の
宿
場（
静
岡
県
袋
井
宿
）

と
は
、
ど
真
ん
中
交
流
を
発
端
に
姉
妹

都
市
提
携
を
結
ん
で
い
る
。

※�

京
側
で
東
海
道
と
交
わ
る「
草
津
宿
」「
大
津
宿
」は
東

海
道
の
宿
駅
と
し
て
数
え
ら
れ
る
。

街
道
観
光
を
推
進

　

中
山
道
は
将
軍
家
に
嫁
ぐ
姫
宮
た
ち

の
大
通
行
に
使
わ
れ
た
た
め
、
別
名

「
姫
街
道
」と
も
呼
ば
れ
た
。
中
で
も
幕

末
の
公
武
合
体
策
の
た
め
、
徳
川
14
代

将
軍
家
茂
に
嫁
い
だ
和
宮
の
大
行
列

は
、
絵
巻
物
の
よ
う
な
豪
華
さ
で
あ
っ

た
と
伝
え
ら
れ
て
い
る
。
当
時
の
御
下

行
行
列
を
再
現
す
る
「
皇
女
和
宮
御
下

行
行
列
」
は
本
年
３
回
目
を
数
え
、
晩

秋
に
開
催
が
予
定
さ
れ
て
い
る
。

　

ま
た
、
今
年
（
２
０
１
６
年
）
は
、

１
７
１
６
年
（
享
保
元
年
）
に
中
仙
道

か
ら
中
山
道
に
改
名
さ
れ
、
３
０
０

年
が
経
過
す
る
こ
と
か
ら
、
中
山
道

名
称
統
一
３
０
０
年
を
沿
線
自
治
体

に
も
呼
び
掛
け
、
街
道
観
光
に
力
を

入
れ
て
い
る
。

　

今
後
も
、
中
山
道
を
核
と
し
た
街
道

文
化
を
広
域
連
携
す
る
中
で
大
い
に
発

信
し
、
歴
史
・
文
化
を
継
承
し
て
い
き

た
い
。

皇女和宮御下行行列

中山道ロゴマーク

　

１
７
１
６
年（
享
保
元
年
）に
幕
府
の
通
達（
五

街
道
宿
御
取
扱
秘
書
）に
よ
り
中
仙
道
は
中
山
道

に
改
名
さ
れ
た
。
本
年
２
０
１
６
年
は
そ
れ
か

ら
３
０
０
年
を
迎
え
る
こ
と
か
ら
中
山
道（
Ｎ
Ａ

Ｋ
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ｎ
Ｄ
Ｏ
）名
称
統
一
３
０
０
年
と
し
て

オ
リ
ジ
ナ
ル
ロ
ゴ
を
作
成
し
、
沿
線
自
治
体
と

連
携
し
、
歴
史
や
文
化
を
継
承
し
て
い
く
事
業

を
計
画
し
て
い
る
。

　

中
山
道
の
ロ
ゴ
マ
ー
ク
の
デ
ザ
イ
ン
コ
ン
セ

プ
ト
は
〜
中
山
道
は
歴
史
の
山
々
を
越
え
る
〜
。

　

日
本
の
中
央
山
塊
を
貫
く
山
々
を
表
現
し
た

図
形
を
背
景
に
、「
中
山
道
」の
文
字
を
配
置
し
、

歴
史
的
な
役
割
と
同
時
に
未
来
を
目
指
す
ベ
ク

ト
ル
を
表
現
し
て
い
る
。

一
口
メ
モ

中山道

企
画
協
力: 

全
国
街
道
交
流
会
議
「
街
道
交
流
首
長
会
」

２
０
１
６
年
は
中
山
道
名
称
統
一
３
０
０
年


